














































（W. Dilthey，『普遍的教育学の可能性に関して』，1888年 7月 19日ベルリン











lin, 1845, S. 130）。ところが，この様な国家教育学に対抗してヘルバルトの
（Johann, Fridrich, Herbart, 1776−1841）の樹立した教育学体系は個人の立
場に立脚し，教育目的を道徳に定めて道徳的性格形成の力点を興味の多面性と
結合させて高説したのに対して国家教育への協力は拒否したのであった（J.





うとは思われない」との最もな発言をしている（W. Dilthey, a. a. O. S.
813）。他方で彼は「自由な興味の多面性に関して」，否，「無秩序な形而上学
体系」に関しても論及し，真実を探求することが不思議な迷信でもあるかの如











Herder, 1901, §, 1−3）。アリストテレスの学問論に表れる普遍妥当性の命題
を彼の他の命題によって補完してみると，「全ての学問は根拠や原理に関係す
る」（Aristoteles，『形而上学』，VI, I,．スコラ哲学においては「学問は原理あ













ならない。自然科学者，J. v. リービック（J. v. Liebig）は『Fr. ベイコンと










































































































































































































































で聖トーマスは「自然」に従った教育論を強調した J. A. コメニウスや人間は
自然を導くために「自然に奉仕」しなければならないと提唱した F. ベイコン
の先駆者である。教師は医師と同様に「自然の教師（＝minister naturae）」
であり，学習が精神的能力の自由化，支持として治癒手続きと同様に癒されて
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行く自然過程の手続きである，と考えられている。その考察には生徒達の自然
に反した受動化の痕跡は全く認められない。言い替えると，学習能力は「活動
能力（＝potentia activa）」として把握され，これの育成は何よりもまず第一
に「自己活動」に期待されている。その意味で最良の授業とは「発見すること
（＝Findenmachen）」てあり，ここでもまた現代の「発見学習」（J. S. ブルー
ナ）の先駆者となっているが，この能力が本質的には「神の恩寵」であること
を「進歩的」教育学もまた，少なくともこの能力が「自然の賦与」であること
を理解し承認しなければならない様に迫られている。
上記のことより，聖トーマスが学習の責任の所在を「我々自身の能力と天賦
の精神」に帰していると考えられるのであるが，それは学習活動において彼の
力点が「知的活動」に置かれていると見做されるからである。しかも，この
「知的活動」の主眼が理解や概念に先立つ単なる経験的教材の受容や既製知識
の取得ではない。この場合には精神は受容的であるため受け身に終始してしま
う。しかし，実際には学習活動のこの経験的側面こそは知識取得の第一段階に
他ならないのであるから，決して軽視されてはならないのであり，それどころ
か諸原理が適用されなければならない「特定の対象」に言及するに当ってはこ
の経験的側面が第一段階として考慮されなければならない。これらの諸原理は
知識としてではなく，その他の原理と呼称されている様な諸原理，例えば，矛
盾律，同一性の原則，根本命題等々，言い替えると，学習者が各種類の知識取
得に際して適用する諸原理としては意識されていない諸原理として理解され，
取得されなければならない。従って各種類の知識取得，また既製知識の学習に
おいても一定の理性活動が存在しているが，教師はこの理性活動を誘発しはす
るが，作り出しはしない（O. Willman，『教育者または教授法学者としてのア
リストテレス』，Berlin, 1909, IX，「学習と教師」）。
16世紀以来，改革者達は教授法上の原理や原則を声高に要求し，また勿論
これらの原理や原則が正当なものである限りのことではあるが，一面的に公言
して来た。だが，スコラ学徒達は既にその様な原理や原則を占有していたので
あり，当時不足していた原理や原則はその後の継続研究から補充されて来たも
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のであるから，歴史上で途切れた糸を再度受容し，偉大な伝統を改めて継承し
て行くことが今日の教育や哲学の大切な課題であるばかりでなく義務でもあろ
う。
──文学部教授──
７８ 教育学とキリスト教教育の叡智
